
京都府立木津川運動公園（北側区域）整備事業の魅力向上に向けた 

サウンディング型市場調査  参考データ集 
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1.民間事業者が整備可能な公園施設 

 都市公園法の公募設置管理制度（Park-PFI）に基づき民間事業者が公園内整備することができる公園
施設の種類は次のとおりとなっています。 
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 具体的な施設のイメージは次のとおりとなります。 
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2.木津川運動公園整備の経緯 

 木津川運動公園は、平成 7年度に 2002 サッカーワールドカップの開催候補地として事業を着手したも
のの落選し、その後、幅広い府民が利用できる公園として、平成 26 年に南側区域を供用開始しています。 
 本公園周辺では、中央部には令和 5 年度に新名神高速道路が通り、スマートインターチェンジや大型
アウトレットモールの整備も進められています。将来的には、周辺の東部丘陵地全体が「城陽市東部丘
陵地利用計画」に基づいて商業ゾーン、産業振興ゾーン、研究業務ゾーンなどとして開発が進み、近畿
圏や中京圏を含めた広域から集客可能な、高いポテンシャルをもった地域として整備が進むことになり
ます。そのため、北側区域についても同時期（令和 5年度）の開園を想定しています。 

図-1 木津川運動公園整備の経緯 

図-2 木津川運動公園（仮称）整備計画策定に向けた提言（平成 16年 3月） 
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3.木津川運動公園（南側区域）の利用状況 

■南側区域の利用状況 

 南側区域は、幅広い世代が利用できるレクリエーションの場として整備され、現在指定管理者制度
により公園の運営・維持管理を行っています。 

 公園利用者数は、平成 30 年度年間利用者数が 105,753 人となっており、平成 26 年度の供用開始以
降、年々増加しています。なお、公園内施設及び駐車場は無料です。 

図-4 木津川運動公園（南側区域）の概況と利用者数 
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■府民参画による自然再生への取組 

 南側区域では、山城地域の里山風景の再生を目指し、平成 18年度より森づくりのボランティア活動
を開始しています。 

 現在の会員は約 50 人で、月 5~6回程度の活動（苗木育成、植樹、植栽管理、環境学習等）を行って
おり、令和元年９月までに約１万本を植樹（内、平成30年度植樹 418本）しています。 

図-4 木津川運動公園（南側区域）の森づくり概況 
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4.周辺地域の人口構造 

■現状（2019 年 1月 1日） 

 山城地域の人口は、これまで高度成長期からの人口流入で北中部を中心に著しく増加しており、近
年では学研エリアで増加しています。 

 今後も人口増加が見込まれる学研エリアと、高齢化率 50％に迫り過疎・高齢化が進む相楽東部地域
が混在する地域となっています。 

図-5 木津川運動公園（南側区域）の居住地域圏（約９割） 

出典：「住民基本台帳年齢階級別人口」（平成 31 年 1月 1 日現在） 
図-6 木津川運動公園（南側区域）の居住地域圏の人口構成 
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■将来（2040 年） 

 将来(2040 年)では、京都府の高齢化率が上昇しますが、特に山城地域では、早くから人口流入した
北中部で高齢化が進行、相楽東部では更に高齢化が進行し、学研エリアを除き、府内平均に比べて
高い状況です。 

 学研エリアで依然として、府内全体より年少人口割合が高いことが推定されています。 

図-7 木津川運動公園（南側区域）の居住地域圏（約９割）【将来】 

出典：「日本の地域別将来推計人口」（国立社会保障・人口問題研究所,平成 30 年 12 月 25 日） 
図-8 木津川運動公園（南側区域）の居住地域圏の人口構成【将来】 
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■山城地域の人口推移・推計 

出典：実績値：国勢調査報告、推計値：国立社会保障・人口問題研究所・日本の地域別将来推計人口 
図-9 山城地域の人口推移・推計 
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5.周辺公園の状況 

■配置状況 

木津川運動公園周辺の公園の整備状況は、京都府立の山城総合運動公園や府民スポーツ広場、城陽市
立の総合運動公園などが点在しています。 

図-10 木津川運動公園の周辺公園位置図 

■利用状況 

 府立公園に求められる高いスポーツレベルの大会は、毎年１１月に他の府内施設を含めて年間利用
調整がなされており、定例の記録会や公認大会は開催できています。 

 府立公園の休日の稼働率は、陸上競技場、球技場、野球場、体育館等で特に高くなっています。 
 府立公園の平日の稼働率は、20~60％台となっており、平日休日の稼働率の差が大きいです。 

図-11 府立公園の施設稼働率の状況 
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 城陽市総合運動公園の休日の稼働率は、野球場、体育館（競技場）で 70％台となっています。 
 体育館（競技場）及び多目的広場は、ナイター設備があり、平日の夜間利用が見込めるため、平日
と休日の稼働率の差が比較的小さくなっています。 

 令和元年 6 月に同公園敷地内に全天候型アウトドア施設（ロゴスランド）がグランドオープンして
います。 

出典：LOGOS LANDホームページ 
図-12 城陽市総合運動公園の施設稼働率の状況 
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6.将来土地利用計画（城陽市東部丘陵地） 

 木津川運動公園が位置する城陽市東部丘陵地は、山砂利採取跡地を活用して、新名神高速道路やアウ
トレットモールを始めとした段階的なまちづくりを進める計画となっています。 

ゾーニング 時期※ 土地利用概要 
広域防災拠点等ゾーン 第Ⅰ期 宇治田原 IC（仮称）、自衛隊区域との連携により緊急

災害支援活動の対応も可能な広域防災機能
先行整備長池地区 第Ⅰ期 スマート ICと直結し、JR長池駅からも徒歩圏であり、

アウトレットモールを整備中
先行整備青谷地区 第Ⅰ期 宇治田原 IC（仮称）と接した流通ゾーン
商業ゾーン 第Ⅱ期 広域からの集客を意識した賑わいのある商業機能
産業振興ゾーン 第Ⅱ期 地域マーケットや地域特産品などの流通・販売、地域

産品の見本市市場などの開催地に利用
研究・業務ゾーン 第Ⅱ期 関西学術研究都市との立地利便性を活かした企業活動
商業拡張ゾーン・将来検討ゾ
ーン（商業拡張）

第Ⅱ期 先行整備エリアの拡張の可能性や商業ゾーンの拡張を
見込む

健康・医療ゾーン 第Ⅲ期 周辺の温泉、病院、福祉施設等と連携した高齢者の健
康医療ゾーン

※第Ⅰ期：新名神高速道路未供用、第Ⅱ期：令和 5年度新名神高速道路供用以降、 
 第Ⅲ期：最終土地利用段階 
出典：「城陽市東部丘陵地整備計画【見直し版】」（城陽市,平成 28 年 5 月） 

図-13 城陽市東部丘陵地整備計画【第三期】の概要 

計画地(北側区域)
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7.将来道路計画 

 木津川運動公園の北側区域と南側区域を挟んで東西方向に、新名神高速道路（併せて城陽スマート
IC（仮称））が令和５年度に開通する予定となっています。 

 そのほか、木津川運動公園から西側の城陽市街地側の一般国道 24 号線の４車線化（寺田拡幅事業）
や南側からアクセスさせる一般国道24号線城陽井手木津川バイパスなどの整備が計画されています。 

図-14 木津川運動公園周辺の道路整備計画 
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8.計画地の地盤条件 

 北側区域は、敷地内の高低差が大きく、南側と北側では最大 20ｍ程度の高低差があります。 
 山砂利採取後に埋戻しを行っているため、地盤の強度が弱く、重量構造物などを建設することが困
難な地盤条件となっています。 

図-15 木津川運動公園（北側区域）の地盤調査位置図
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図-16 木津川運動公園（北側区域）の地盤状況 公園主軸断面 
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9.計画地のハザードマップ 

 木津川運動公園（南側区域）は緊急避難場所に指定されていますが、浸水・土砂災害の被害想定エ
リアには該当しません。 

出典：「城陽市防災ブック」（城陽市,平成 30 年 3 月） 
図-17 洪水・土砂災害ハザードマップ 

計画地(北側区域)

計画地(北側区域)
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 木津川運動公園（南側区域）は地震被害による被害想定は、生駒断層帯地震では想定震度６強~６弱、
南海トラフ地震では想定震度６弱となっています。 

出典：「城陽市防災ブック」（城陽市,平成 30 年 3 月） 
図-18 地震災害ハザードマップ
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計画地(北側区域)


